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⚫ 災害予測や環境保全や生態系などのシミュレーシ
ョンの実現 

⚫ 獣害防止柵や散策道など実世界での設置に向けて
の効果確認 

⚫ 森林保全技術訓練や小学生向け保全体験などでの
利用 

⚫ 気象データなどの追加による天気の変化の再現と
天候による環境変化や地形の破損などの再現 

⚫ Metashapeは Agisoft社が開発されたデジタル画像
の写真測量処理と 3D空間データ生成ソフトである 

⚫ 写真測量処理で得られるものの一部を以下に記す 
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⚫ Metashapeの評価 

Unityによる可視化システム 

里山可視化の実現 

⚫ 地表物の高さや位置などのデータはド

ローン撮影データに基づいて求めた 

⚫ エリアは位置・高さなどのデータを管理

するために作成した．主に樹木の高さと

密度のデータを求める場合に用いる 

⚫ 地形生成は国土地理院の 5m メッシュデ

ータを用いて行なった．Unity を用い

てプロトタイプシステムの実装を行な

った 

地点別高度の比較 

地点別緯度経度の比較 

⚫ エリアは可視化空間に全てのオブジェクトを取り

扱う手段であり，以下のように定義する 
                                                       

⚫ エリア作成： 

➢ 人の目で確認しその部分に点，線，面のエリア

を設定し，手動でのエリアの求め方 

➢ 動的輪郭の手法を用い実行することで自動で

のエリアの求め方 

⚫ エリアは樹木の密度や高さの生成や地形などの範

囲をデータベースから取り出すときにも用いる 

エリア::={ ID, NAME, 
 TYPE:{POINT,LINE,AREA}, 

 DATA:{(X,Y),[(X,Y)…]}, 

 COMMENT} 

Metashapeによるドローン撮影データ処理 エリア作成 

⚫ 地形は国土地理院の 5mメッシュデータに基づいて
Terrain オブジェクトで生成した 

⚫ エリアはゲームオブジェクトとして生成した 
⚫ エリアオブジェクトは樹木データを扱い樹木の場所

と種類を定めて樹木オブジェクトの生成を行なった 
⚫ 樹木オブジェクトは L-Systemを用いて種類ごとの

生成を行なった 

今後の展望 

地点別地表物高度の比較 


